




















About the living environment has been made database, and a variety of environmental stimuli are been 
evaluated. And there is a geographic information system map of the mapping of such information. "Noise Map" 
that exists in the map shows information about the noise in these maps. However, the information in this map is 
the only car noise, it is not convenient. In addition, in recent years, problems with low-frequency sound has 
been talked about. So, the author began to research for the purpose of the creation to noise maps that contain 
the following items. To measure not only for traffic noise, but also for residential areas and shopping streets.     
Showing the frequency characteristics of each. To target low-frequency sound. Therefore, this map will be able 
to be used in a variety of noise control. 






























































今回の実測では騒音計には JIS C 1509-1 に定める普通
騒音計（RION NL-22）を使用する。データレコーダは













う RION-DA20PA1 を使用する。 
解析は検討の結果 3 分間のデータをストア間隔






図 1 計測点全 52 地点の周波数特性：夕刻 
 









図 2 計測点全 52 地点の周波数特性：未明 
 



















図 4 商業地幹線道路近傍 
 






































































図 13 予想発生源の測定地 
 
図 13 では商業地域の中でも大きい音圧レベルの発生









（１）地点 1、2 での考察 
地点 1 と地点 2 では発生源の特定は出来た。 
 
 
図 14 地点 1、2 と最大値、平均値との比較：夕刻 
 
 








図 16 予想発生源と最大値、最小値の比較：夕刻 
 
 



















図 19 予想発生源と最大値、平均値の比較：未明 
   


































 図 20 F 特性、31.5Hz：夕刻 
 
 
図 21 Ｆ特性、63Hz：夕刻 
 
  
図 22 Ｆ特性、125Hz：夕刻 
 
図 20、21、22 は F 特性での夕刻の騒音マップである。 
図 23、24、25 は F 特性のグラフに A 特性の補正を掛
け騒音マップに反映した騒音マップであり、それぞれの




図 23 A 特性、31.5Hz：夕刻 
 
 
図 24 A 特性、63Hz：夕刻 
 
 




F 特性では 30dB 以上の差があっても A 特性ではすべ
て 30dB 以下になってしまい実際にはどれほどの騒音レ
ベルの差が生じているのかが分からなくなってしまう。
このことから用途地域、A 特性・F 特性での表示を欠か
すことはできない。 
 
８． 結論 
新しい騒音マップを検討する上で幹線道路以外の用途
地域を記載し、A 特性・F 特性ごとに周波数ごとにレイ
ヤー分けをすることで詳細な騒音の発生場所の限定など
が可能となり、周波数特性から騒音源の特定が容易にな
る。さらに用途地域での騒音レベルが分かれば建物を建
てる際に騒音対策を立てやすいなどの利点が生まれる。 
以上のことから新しい騒音マップは現在の騒音マップ
にはできない実用的な利用方法が可能となる。 
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